
もっと快適な移動空間
タチエスが提案します

第54期 中間事業報告書
平成17年4月1日～平成17年9月30日
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当中間期における世界経済は、大型ハ
リケーンの影響が懸念されました米国経
済が、個人消費と設備投資が牽引して、
好調に推移しており、欧州経済も緩やか
な回復傾向を継続しております。また、
中国経済は引き続き高い経済成長率を維
持し、全般的に回復基調で推移いたしま
した。わが国経済につきましては、企業
業績の改善が進み、雇用の改善が続いて
おり、家計消費も上向く兆しが見えてき
ました。また、鉱工業生産も堅調さを強
め、景気は緩やかな回復基調で推移いた
しました。
当社グループの関連する自動車業界

におきましては、国内新車販売は新型
車が好調な小型乗用車が前年同期比
7.5％増となり、トラックが前年同期比
6.0％増、新車販売の好調が持続してい
る軽自動車が4.4％増となり、普通乗用
車の不振がありますものの軽自動車を
含む国内新車販売は前年同期比3.5％増
の2,797,922台となりました。一方輸
出につきましては、欧州やアジア向けが
減少しましたが、北米、中南米向けが増
加し、前年同期比1.6％増となりました。
その結果、上半期における軽自動車を含
む国内自動車生産は前年同期比1.2％増
の5,188,708台となりました。
このような経営環境のもとで、当社

は品質至上に徹し、収益構造改革によ
代表取締役社長

る競争力の強化と業界標準たりうる差別
化商品・工法の開発を図り、グローバル
に新規受注の拡大を進めるなど積極的な
営業活動を展開してまいりました結果、
前年下期より販売を開始しておりますカ
ナダ子会社の売上貢献及びメキシコ子会
社の売上拡大に加え、国内での新規受注
車の売上拡大により、連結売上高は
995億5千4百万円（前年同期比
26.1％増）となりました。一方利益面
につきましては、開発費の増加に加え国
内外の持分法適用会社の業績悪化等によ
り、経常利益は11億1千6百万円（前年
同期比58.2％減）、中間純利益は3億1
千9百万円（前年同期比83.3％減）と
なりました。

当中間連結会計期間における所在地別
セグメントの状況は次のとおりです。
１）日本
一部受注車の販売落ち込みがありまし
たものの、新規受注車の販売が好調に推
移したことから、売上高は、584億4千
6百万円（前年同期比5.7％増）となり
ました。営業利益につきましては、新規
受注車立ち上りに伴う費用増加に加え、
販売製品構成の変化及び開発費の増加等
により、6億6千万円（前年同期比
29.1％減）となりました。
２）米国
好調な日本車の販売を反映して、受注
車の販売も引き続き堅調に推移したこと
に加え、スクールバス座席の販売増加等
もあり、売上高は209億8千8百万円
（前年同期比5.2％増）となりました。営
業利益につきましては、売上高増加によ
る寄与があったものの、開発費増加等の
影響が大きく7千1百万円（前年同期比
50.8％減）となりました。
３）カナダ
カナダ生産子会社につきましては、前
年下期から販売を開始しておりますが、
販売先の生産調整の影響等により、売上
高は144億5千9百万円と前年同期比で
は増加となりますが、前年下期に比べ
31.2％減となりました。利益面につき
ましても、売上高の減少に加え、為替変
動の影響等により1千7百万円の営業損

失となりました。
４）メキシコ
受注車の販売が輸出向けを中心に好調
に推移したことに加え、為替変動に伴う
円換算増加もあり、売上高は56億6千
万円（前年同期比52.5％増）となりま
した。営業利益につきましては、鋼材価
格上昇の影響等により9千万円（前年同
期比1.5％増）となりました。

なお、当中間期の主な活動といたしま
しては、中国での東風汽車有限公司(日
産)向けの自動車シートの受注に伴い、
昨年設立しました広州泰李汽車座椅有限
公司に続き、中国広州に縫製部品製造の
新会社「泰極（広州）汽車内飾有限公司」
を設立いたしました。これは、中国国内
販売並びにグローバル対応の製造拠点の
拡充を図るものであります。また、英国
日産自動車製造会社（NMUK）向けの
自動車シートの受注に伴い、リア・コー
ポレーション（本社：米国ミシガン州サ
ウスフィールド市）と共同で英国タイン
アンドウェア州に新会社「タックル シ
ーティングUK LTD.」を設立いたしま
した。

下半期の国内自動車業界の見通しにつ
きましては、堅調な輸出と軽自動車の国
内販売の好調に支えられ国内生産は辛う
じて年間1千万台を確保する見通しであ
りますが、国内需要の伸びが鈍く依然と
して厳しい見通しであります。
このような状況の中、当社グループと
いたしましては、
①顧客満足度を至上とする品質の実現
②世界トップレベルのQCDDの基盤造り
③グローバル事業の着実な展開
④車種軸の取り組みによる付加価値改善
を重点として、ビジョン2010の目標で
ある世界トップレベルのシート・システ
ム・クリエーターの実現に向けた活動を
確実かつスピーディーに実行し、業績の
向上に努めてまいる所存であります。

株主の皆様へ
To Our Shareholders
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前中間期 当中間期 前　期科　目
平成16年9月30日現在 平成17年9月30日現在 平成17年3月31日現在

負債の部

流動負債 35,181 38,180 36,515

支払手形及び買掛金 27,425 31,790 29,864

短期借入金 2,411 100 100

未払法人税等 531 635 1,460

その他の流動負債 4,813 5,655 5,090

固定負債 7,538 6,244 6,602

退職給付引当金 1,053 1,231 930

役員退職慰労引当金 360 309 400

連結調整勘定 89 61 73

その他の固定負債 6,035 4,642 5,197

負債合計 42,720 44,425 43,117

少数株主持分

少数株主持分 3,604 4,701 4,140

資本の部

資本金 6,327 8,145 8,145

資本剰余金 5,883 7,697 7,697

利益剰余金 27,809 29,742 29,607

その他有価証券評価差額金 1,606 2,085 1,470

為替換算調整勘定 233 1,237 145

自己株式 △ 537 △ 547 △ 538

資本合計 41,322 48,362 46,529

負債、少数株主持分及び資本合計 87,648 97,489 93,787

（単位：百万円）

前中間期 当中間期 前　期科　目
平成16年9月30日現在 平成17年9月30日現在 平成17年3月31日現在

資産の部

流動資産 46,264 53,271 51,103

現金及び預金 14,899 17,817 16,075

受取手形及び売掛金 23,094 27,527 27,228

有価証券 742 241 1,026

たな卸資産 4,468 5,131 4,491

その他の流動資産 3,076 2,609 2,341

貸倒引当金 △ 18 △ 56 △ 59

固定資産 41,384 44,217 42,683

有形固定資産 27,170 25,552 26,038

建物及び構築物 11,124 10,624 10,683

機械装置及び運搬具 7,833 7,547 7,326

土地 5,753 5,275 5,730

その他の有形固定資産 2,459 2,105 2,298

無形固定資産 2,127 2,175 2,067

投資その他の資産 12,085 16,490 14,576

投資有価証券 10,230 13,345 12,480

その他の投資 1,923 3,223 2,163

貸倒引当金 △ 68 △ 78 △ 67

資産合計 87,648 97,489 93,787

中間連結貸借対照表

連結財務諸表
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前中間期 当中間期 前　期
平成16年 4月 １日から 平成17年 4月 １日から 平成16年 4月 １日から科　目
平成16年 9月30日まで 平成17年 9月30日まで 平成17年 3月31日まで

資本剰余金の部

資本剰余金期首残高 5,883 7,697 5,883

資本剰余金増加高 ー 0 1,814

資本剰余金中間期末（期末）残高 5,883 7,697 7,697

利益剰余金の部

利益剰余金期首残高 26,119 29,607 26,119

利益剰余金増加高 1,917 319 4,002

利益剰余金減少高 227 184 514

利益剰余金中間期末（期末）残高 27,809 29,742 29,607

（単位：百万円）

前中間期 当中間期 前　期
平成16年 4 月 １日から 平成17年 4 月 １日から 平成16年 4 月 １日から科　目
平成16年 9月30日まで 平成17年 9月30日まで 平成17年 3月31日まで

売上高 78,959 99,554 183,655

売上原価 73,594 94,090 171,181

販売費及び一般管理費 4,188 4,663 8,678

営業利益 1,176 800 3,796

営業外収益 1,549 351 3,136

受取利息及び配当金 100 153 198

連結調整勘定償却額 16 11 32

持分法による投資利益 1,359 121 2,689

その他の営業外収益 74 65 216

営業外費用 53 36 136

支払利息 42 28 81

その他の営業外費用 11 8 55

経常利益 2,672 1,116 6,795

特別利益 4 77 27

特別損失 185 157 418

税金等調整前中間（当期）純利益 2,491 1,036 6,403

法人税、住民税及び事業税 444 505 1,994

法人税等調整額 38 △ 236 △ 370

少数株主利益 91 446 777

中間（当期）純利益 1,917 319 4,002

（単位：百万円）

前中間期 当中間期 前　期
平成16年 4月 １日から 平成17年 4月 １日から 平成16年 4月 １日から科　目
平成16年 9月30日まで 平成17年 9月30日まで 平成17年 3月31日まで

営業活動によるキャッシュ･フロー 2,350 3,237 5,953

投資活動によるキャッシュ･フロー △ 3,384 △ 1,601 △ 6,787

財務活動によるキャッシュ･フロー △ 9 △ 342 1,089

現金及び現金同等物に 211 444 88係る換算差額

現金及び現金同等物の △ 833 1,737 343増減額

現金及び現金同等物の期首残高 15,729 16,073 15,729

現金及び現金同等物の 14,896 17,811 16,073中間期末（期末）残高

（単位：百万円）

中間連結損益計算書 中間連結剰余金計算書

要約中間連結キャッシュ･フロー計算書

Consolidated Financial Statements
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前中間期 当中間期 前　期
科　目 平成16年9月30日現在 平成17年9月30日現在 平成17年3月31日現在

資産の部

流動資産 33,395 34,677 33,578

現金及び預金 10,903 11,141 11,076

受取手形 222 132 142

売掛金 18,397 19,725 18,364

有価証券 11 100 310

たな卸資産 1,339 1,747 1,410

繰延税金資産 412 473 437

その他の流動資産 2,127 1,413 1,895

貸倒引当金 △ 18 △ 56 △ 59

固定資産 29,918 32,777 31,217

有形固定資産 16,130 15,718 16,070

建物 7,010 7,014 7,222

機械装置 3,200 3,395 3,245

土地 4,575 4,354 4,575

その他の有形固定資産 1,343 953 1,026

無形固定資産 264 293 276

投資その他の資産 13,524 16,766 14,871

投資有価証券 11,781 13,566 12,876

その他の投資 1,811 3,271 2,062

貸倒引当金 △ 68 △ 71 △ 67

資産合計 63,313 67,455 64,795

前中間期 当中間期 前　期
科　目 平成16年9月30日現在 平成17年9月30日現在 平成17年3月31日現在

負債の部

流動負債 28,048 27,307 25,738

支払手形 3,551 947 3,207

買掛金 18,915 22,600 18,941

1年内返済予定の長期借入金 2,300 ー ー

未払法人税等 337 433 300

未払費用 1,723 2,091 1,895

その他の流動負債 1,221 1,234 1,393

固定負債 5,390 5,576 5,229

繰延税金負債 652 670 564

退職給付引当金 683 855 562

役員退職慰労引当金 343 293 378

その他の固定負債 3,712 3,757 3,724

負債合計 33,439 32,883 30,967

資本の部

資本金 6,327 8,145 8,145

資本剰余金 5,883 7,697 7,697

利益剰余金 16,301 17,003 16,714

利益準備金 480 480 480

任意積立金 13,630 14,125 13,630

中間（当期）未処分利益 2,190 2,396 2,602

その他有価証券評価差額金 1,364 1,738 1,274

自己株式 △ 2 △ 13 △ 3

資本合計 29,874 34,572 33,827

負債及び資本合計 63,313 67,455 64,795

（単位：百万円） （単位：百万円）

中間単体貸借対照表

単体財務諸表
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前中間期 当中間期 前　期
平成16年 4月１日から 平成17年 4月１日から 平成16年 4月１日から科　目
平成16年 9月30日まで 平成17年 9月30日まで 平成17年 3月31日まで

売上高 54,895 58,054 113,819

売上原価 51,294 54,609 106,599

販売費及び一般管理費 2,863 2,946 5,915

営業利益 737 497 1,304

営業外収益 320 350 674

受取利息及び配当金 266 293 590

その他の営業外収益 54 57 83

営業外費用 38 32 109

支払利息 38 29 74

その他の営業外費用 0 3 35

経常利益 1,019 815 1,870

特別利益 2 ー 1

特別損失 153 228 213

税引前中間（当期）純利益 868 586 1,658

法人税、住民税及び事業税 284 379 594

法人税等調整額 △ 39 △ 246 △ 91

中間（当期）純利益 623 453 1,155

前期繰越利益 1,566 1,942 1,566

中間配当額 ー ー 120

中間（当期）未処分利益 2,190 2,396 2,602

（単位：百万円）

中間単体損益計算書

Nonconsolidated Financial Statements

当社では個人投資家の皆様にタチエス

を理解していただく機会を設けるべく、

個人投資家向けIRセミナーを行っており

ます。

本年は東京証券会館8階ホールにて開催

し、会場の収容人員340名に対し375名

の個人投資家の方にご参加をいただきま

した。

終了後のアンケートでは、説明内容に

ついて91％の方が分かり易かったと回答

されており、当社をご理解いただく一助

となったことを確信いたしております。

今後も積極的なIR活動を行ってまいり

ますので一層のご支援とご指導を賜りま

すよう、お願い申し上げます。

個人投資家向けIRセミナー開催

C O L U M N
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スポーツ車用シート R V車用シート R V車用シート R V車用シート

製品紹介
Products Line-up

Topics
トピックス

第39回東京モーターショーに出展

「“Driving Tomorrow！”from Tokyo みんながコ
コロに描いてる、くるまのすべてに新提案。」をテー
マに第39回東京モーターショーが10月22日から
11月6日にかけて幕張メッセで開催されました。
当社も「UNITE くるまとみらいと、そしてあな

たと」をコンセプトに、人と自動車を結びつけるシ
ートに更なる快適性を求めたコンセプトシート
「PSS Latido」を出展いたしました。
「PSS」は、“Personal Sound Space”の略。そ
して「Latido」はスペイン語で“心拍”の意味です。
その名前が現すように、乗る人それぞれにライブス
テージの臨場感をお届けし、クオリティの高いサウ
ンドが体感できる音響シートです。開発はカーオー
ディオを手がけるクラリオン株式会社と共同で行い
ました。
車内をイメージした「PSS Latido」の展示スペー

スでは多くの来場者の方々に体感いただき、「子供が
シートから降りたくないと駄々をこねる」等、高い
評価をいただきました。
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R V車用シート トラック用シート バス用シート 医療用ベッド

当社の海外展開

当社は加速する自動車業界のグローバル化に対応す
るため、今期も積極的な海外展開を進めてまいりまし
た。
英国では、平成17年9月、英国日産自動車製造会社
向けの自動車シートの受注に伴い、リア・コーポレー
ション（米国ミシガン州サウスフィールド市、以下リ
ア社）と共同で、英国タインアンドウェア州サンダー
ランド市に、タックル シーティングUK LTD．を設立
いたしました。出資比率は当社の欧州事業における営
業・開発拠点及び管理統括会社であるタチエス エンジ
ニアリング ヨーロッパS.A.R.L.（フランス　ヴェリジ
ー・ビラクブレー市）が49%、リア社の子会社である
リア・ルクセンブルグS.A.R.L.が51％であります。
また、平成17年11月、米国におきましてもリア社
と共同で、タックル シーティングU.S.A.LLCを設立い
たしました。出資比率は当社の北米事業における営
業・開発拠点及び管理統括会社であるタチエス エンジ
ニアリングU.S.A.INC.が51%、リア社の子会社である
リア・オペレーションズ・コーポレーションが49%で
あります。平成19年5月には生産を開始し、米国日産
自動車製造会社スマーナ工場に自動車用シートを納入
する予定です。

中国におきましては平成17年7月、広州地区での自
動車シートの受注に伴い、中国国内販売並びにグロー
バル対応の製造拠点の拡充を目的に、広東省広州市花
都区に縫製部品製造の新会社、泰極（広州）汽車内飾
有限公司を設立いたしました。平成18年11月には量
産を開始し、当社の子会社である広州泰李汽車座椅有
限公司に自動車シート用縫製部品を納入する予定であ
ります。
これらの新会社が当社経営に大きく寄与することを

確信いたしております。

泰極（広州）汽車内飾有限公司
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設　　　　　立 昭和29年4月7日

資　　本　　金 8,145百万円

従　業　員　数 1,271名

主要な事業内容 自動車座席・座席部品の製造及び販売

代表取締役会長
最高経営責任者 齊 　 藤 　 　 　 潔

見 耕 作

小 池 　 　 　 也

近 　 藤 　 　 　 仁 松 　 下 　 和 　 好
田 　 口 　 裕 　 史 三 　 木 　 浩 　 之
川 　 　 　 　 　 守

取 締 役 工 　 藤 　 恭 　 一

常 勤 監 査 役 小 　 泉 　 忠 　 男

監　　査　　役 河 　 合 　 弘 　 之 宮 　 下 　 卓 　 也
坪 　 井 　 道 　 好

常務執行役員 並 　 木 　 一 　 章 小 　 林 　 英 　 雄
木 　 村 　 利 　 光 野 　 上 　 義 　 之

執 行 役 員 久 次 米 　 憲 　 好 川 　 村 　 清 　 治
福 　 田 　 　 　 譲 中 　 村 　 　 　 隆
朝 比 奈 耕 　 二 伊 　 月 　 憲 　 康
矢 　 島 　 　 　 豊

会社概要

役 員

会社情報（平成17年9月30日現在）

本　　　　社 〒196-8611 東京都昭島市松原町3丁目3番7号
技術センター 〒198-0025 東京都青梅市末広町1丁目7番8号
技術センター愛知 〒446-0007 愛知県安城市東栄町柳原125番地2
愛 知 工 場 〒446-0007 愛知県安城市東栄町柳原125番地2
青 梅 工 場 〒198-0025 東京都青梅市末広町1丁目2番地
武 蔵 工 場 〒358-0032 埼玉県入間市狭山ヶ原108番地13
栃 木 工 場 〒329-0412 栃木県下都賀郡国分寺町大字柴262番地26
平 塚 工 場 〒254-0021 神奈川県平塚市長瀞1番3号
鈴 鹿 工 場 〒510-0261 三重県鈴鹿市御薗町鎌田3600番地10
追 浜 工 場 〒237-0062 神奈川県横須賀市浦郷町5丁目2931番地
金 沢 営 業 所 〒924-0013 石川県白山市番匠町48番地 天龍工業㈱金沢工場内
上 海 事 務 所 上海市金陵西路28号金陵大廈4階410号

事業所

海外グループ会社

国内グループ会社

立川工業株式会社 タチエスサービス株式会社
冨士高工業株式会社 株式会社立川発条山形
株式会社タチエスパーツ 株式会社TSデザイン
立川発条株式会社 有限会社エフケー
富士機工株式会社 有限会社シセイ
錦陵工業株式会社

代表取締役社長
最高執行責任者

代 表 取 締 役
副　　社　　長

取　　締　　役
常務執行役員

2

3

20

19

21 22

14

13

1 5

7

6

8 9

10 11

12

4

15

16

1817

1 タチエス エンジニアリングU.S.A. INC. （米国 ミシガン州）
2 シーテックスINC. （米国 オハイオ州）
3 シンテックINC. （米国 ノースカロライナ州）
4 フジ オートテックU.S.A.LLC （米国 ケンタッキー州）
5 テクノトリムINC. （米国 ミシガン州）
6 タックル シーティングU.S.A.LLC （米国 テネシー州）
※平成17年11月設立予定

7 テクノトリムINC.ラモス工場 （メキシコ コアウイラ州）
8 テクノトリムINC.サルティーヨ工場 （メキシコ コアウイラ州）
9 テクノトリムINC.モンクローバ工場 （メキシコ コアウイラ州）
10 インダストリア デ アシエント スペリオルS.A. DE C.V.

（メキシコ アグアスカリエンテス州）
11 インダストリア デ アシエント スペリオルS.A. DE C.V.
グアダラハラ工場 （メキシコ ハリスコ州）

12 インダストリア デ アシエント スペリオルS.A. DE C.V.
シバック工場 （メキシコ モレロス州）

13 タチエス カナダ LTD. （カナダ ノバスコシア州）
14 シーテックス カナダ GP. （カナダ オンタリオ州）
15 タチエス エンジニアリング ヨーロッパ S.A.R.L. （フランスヴェリジー・ビラクブレー市）
16 タックル シーティングUK LTD. （英国 タインアンドウェア州）
※平成17年10月設立

17 西安秦泰汽車座椅有限公司 （中国 陜西省）
18 鄭州泰新汽車内飾件有限公司 （中国 河南省）
19 泰極汽車内飾（太倉）有限公司 （中国 江蘇省）
20 広州泰李汽車座椅有限公司 （中国 広東省）
21 広州富士機工汽車部件有限公司 （中国 広東省）
22 泰極（広州）汽車内飾有限公司 （中国 広東省）
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会社が発行する株式の総数 140,000,000株

発行済株式の総数 35,022,846株

株主総数 4,496名

大株主及び持株数

株式の状況主要得意先

国内につきましては、自動車メーカー7社と取引をしております。
海外につきましては、海外グループ会社、北米主要シートメーカー
を通じて日系自動車メーカー、米国ビッグ3等に高品質の製品を納
入しております。

HINO

MITSUBISHI

NISSAN TOYOTA

HONDA

NISSAN
DIESEL

ISUZU DAIMLER
CHRYSLER

FORD
G M

RENAULT

当社製品主要得意先採用車種

日 産 自 動 車 ㈱ スカイライン・ラフェスタ・キューブ・
フェアレディZ・ステージア

日産ディーゼル工業㈱ クオン・ビッグサム・コンドル・
日産サファリピックアップ

日 産 車 体 ㈱ サファリ・FX45・ダットサントラック・クルー
本田技研工業㈱ ステップワゴン・アコードセダン・

アコードワゴン・エアウェーブ・エディックス・
ストリーム・モビリオ・モビリオスパイク・
インテグラ・インサイト・ザッツ・パートナー

トヨタ自動車㈱ bB・プラッツ
日 野 自 動 車 ㈱ プロフィア・デュトロ（トヨタダイナ）
三菱自動車工業㈱ グランディス・コルト・コルトプラス・

ディアマンテ・ギャラン・パジェロIO・
チャレンジャー

いすゞ自動車㈱ トラックシート用部品
ジェイ・バス㈱ バス用シート
ト ヨ タ 紡 織 ㈱ ラクティス・シエンタ・ポルテ・

ハイラックスサーフ

株式所有者別状況

その他国内法人�
8,284千株�
23.65％�

外国人�
8,772千株�
25.05％�

�

個人・その他�
9,739千株�
27.81％�

�

自己名義株式 �
14千株�
0.04％�

� 証券会社�
302千株�
0.86％ 

金融機関�
7,910千株�
22.59％�

1,400
株価（円）�

1,300

1,200

2005/1 2005/3 2005/5 2005/7 2005/9

1,100

1,000

900

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

富士機工株式会社 3,838 11.0

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 2,249 6.4

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,533 4.4

日野自動車株式会社 1,521 4.3

株式会社齊藤 1,514 4.3

齊藤　静 1,166 3.3

タチエス取引先持株会 880 2.5

齊藤　潔 736 2.1

ソシエテ ジェネラル バンク アンド トラスト 687 2.0

株式会社三井住友銀行 650 1.9

株価の推移

株式情報（平成17年9月30日現在）
Stock InformationCorporate Information



本社 〒196-8611 東京都昭島市松原町3丁目3番7号　Tel.042-546-8111(代） 環境に配慮した「大豆油インキ」�
を使用しています。�

決 算 期 日 毎年3月31日

定時株主総会 毎年6月下旬

利益配当金交付
株 主 確 定 日 3月31日

中間配当金交付
株 主 確 定 日 9月30日

基　　準　　日 定時株主総会については3月31日といたします。
その他必要があるときは、あらかじめ公告し
て定めます。

＜株主優待＞
株主の皆様には日頃のご支援に感謝申し上げ、些少ではございますが1,000株以上ご所有の株主様にQUOカー

ドを送らせていただきました。なお図書券の販売終了に伴い、昨年までの図書券からQUOカードに変更させてい

ただきました。

今後も株主の皆様に対し株主優待に一層意をつくしてまいります。

ますますのご支援とご指導を賜りますようお願い申し上げます。

〈お知らせ〉
配当金につきましては、銀行口座に加え、郵便貯金口座へのお振込みによるお受取ができるようになりました。

また、当社定款の変更により「単元未満株式の買増制度」を導入いたしました。単元未満株式を有する株主様は、

当社に対して買増請求することができます。

住所変更、単元未満株式買取請求、単元未満株式買増請求、名義書換請求及び配当金振込指定等に必要な各用紙の

ご請求は、名義書換代理人のフリーダイヤル「0120-87-2031」又はホームページで24時間受付しております。

株主メモ

1単元の株式数 100株

名義書換代理人 〒105-0014 東京都港区芝三丁目33番1号
中央三井信託銀行株式会社

同事務取扱場所 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
証券代行事務センター
中央三井信託銀行株式会社　証券代行部
TEL.（03）3323-7111（代表）

同 取 次 所 中央三井信託銀行株式会社　全国各支店
日本証券代行株式会社　 本店・全国各支店

ホームページでもIR情報を公開しています。

当社の最新情報をスピーディーにご提供するために、
ホームページを開設しております。
投資家の皆様への情報も充実させておりますので、ぜひご覧ください。

http://www.tachi-s.co.jp/


